
集落でもクマとの事故を防ぐために

  ふだんからの備え

寄せ付けない・居着かせない
集落にある果樹や農作物、廃棄作物、米ぬかなどはクマにはとっても魅力的。

クマが一度集落にある「食べもの」を覚えると、それを食べに通ったり、集
落近くの林や藪の中に居着いたりしてしまいます。

クマとバッタリ会いにくい・クマが出てきづらい

電気柵で農地や実のなる木（柿や栗など）を
囲ったり、廃棄作物や生ゴミを野外に
放置しないことで、集落でクマに食わ
せないようにしましょう！

見通しの良い環境づくり
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クマはなるべく人目につかないよう、藪などに隠れて行動しています。

家の周りや通学路など、気になる部分の藪を刈り払い、
クマの「通り」や「お休み処」をなくしま
しょう！
見通しが良ければ、たとえ集落近くにクマが来てしまっても、

離れたところからお互いに見えるので、バッタリ遭遇
しづらくなります。

みんなで情報共有！
集落にクマが出没している情報が住民の間で共有されてお
らず、クマの出没を知らなかった人がクマとバッタリ会い
事故に発展してしまったケースがあります。

集落やその周辺でクマを見たら、市町村もしくは警察に通報
し、情報を共有しましょう！



人と近くで会いたくないクマですが、背中を見せて走るも
のは追いかけたくなってしまいます。

近くに建物や車があれば、その中に避難してください。
避難する場所がなかったり、避難する余裕がないときは、首の後ろで

両手を組んで、防御姿勢（うつ伏せになったり体を丸めたりして
顔を伏せるポーズ：右写真）をとりましょう。首から上の大ケガを防
ぎます。

ゆっくり後ずさり

万が一攻撃を受けそうになったら

避難もしくは防御姿勢 

＊クマの攻撃は人を殺したり食べたりすることが目的ではなく、自身が
逃げるためなので長引きません。クマが逃げ去るまで、急所を守るポーズです。
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集落でもクマとの事故を防ぐために

クマと会ってしまったら…

クマと会わないことが一番大事ですが、どうしても会っ

てしまった時は、追いかけたくさせないよう、クマの
方を見ながらゆっくり距離をとりましょ
う！

クマとバッタリ会わない
クマは人と至近距離で会わないようにしています。

事故の大半は、クマと人がバッタリ遭遇した結果、クマが自身
の身を守るため人を攻撃した…というパターンです。

藪や林沿いの道路など、見通しの悪いところでは音を
立てて、バッタリ遭遇を防ぎましょう！
ランドセルに鈴を付ける、自転車のベルを鳴らす、スマホで音楽
をかけるなど工夫を！
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ン
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そもそも…

クマと会ってしまったら


